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１ 令和４年度普通会計決算の概要 
 

（１）決算規模 
令和４年度の十勝管内市町村の普通会計の決算額は、次のとおりである。 

歳 入  ２，６９０億９７百万円（前年度 ２，８１２億７百万円） 
歳 出  ２，６０９億４４百万円（前年度 ２，７１５億５５百万円） 

令和３年度と比較すると、歳入は１２１億１０百万円（４．３％減）、歳出は１０６億１２百

万円（３．９％減）とそれぞれ減少している。 
この伸び率は、令和３年度の対前年度伸び率（歳入５．４％減、歳出６．２％減）と比べると

歳入は１．１ポイント上回り、歳出は１．９ポイント上回るという状況である。 
 
（２）決算収支 

令和４年度の歳入歳出差引額（形式収支）は、８１億５３百万円の黒字となっている。 
形式収支から繰越明許費などの翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は、７３億２

４百万円の黒字となっている。 
なお、実質収支は、前年度に引き続き、管内全市町村で黒字となっている。 
令和３年度の実質収支を差し引いた単年度収支は、４億２百万円の赤字となっている。 

 
（３）歳入決算の状況 

令和４年度の歳入決算額の主な内訳は、地方交付税８０６億２９百万円（構成比３０．０％）、

地方税４８２億６２百万円（構成比１７．９％）、国庫支出金４００億４８百万円（構成比１４．

９％）、地方債１６３億７９百万円（構成比６．１％）となっている。 
地方税、地方譲与税、地方交付税等を合算した一般財源は、１，６９５億７２百万円となって

おり、前年度（１，６８２億６６百万円）と比べると、１．０％の増となっている。 
 
（４）歳出決算の状況 

（ア）性質別歳出の状況 
令和４年度の性質別歳出決算額は、義務的経費（人件費、扶助費、公債費の計）１０４８億

３６百万円（構成比４０．２％）、投資的経費（普通建設事業費、災害復旧事業費、失業対策

事業費の計）３１５億７９百万円（構成比１２．１％）、その他経費１，２４５億２９百万円

（構成比４７．７％）となっている。 
義務的経費は前年度と比べると、４０億円、３．８％減少しており、義務的経費のうち人件

費は、２億８４百万円、０．８％増加しており、扶助費は４５億１百万円、１０．０％減少し

ており、公債費は１億１８百万円、０．４％の増加となっている。 
投資的経費は前年度と比べると、１４４億７７百万円、２６．７％減少しており、そのうち

普通建設事業費が、１１５億３３百万円、２７．０％の減少、災害復旧事業費が、５６百万円、

０．２％の増加となっている。 
 

（イ）目的別歳出の状況 
令和４年度の目的別歳出決算額は、民生費７０９億５７百万円（構成比２７．２％）、総務

費３８８億５百万円（構成比１４．９％）、農林水産業費２１７億７７百万円（構成比８．３％）、

土木費２７０億１７百万円（構成比１０．４％）、公債費２７４億６５百万円（構成比１０．

５％）、教育費２７５億８百万円（構成比１０．５％）などとなっている。 
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（５）経常収支比率の状況 
令和４年度の経常収支比率（管内加重平均）は、８７．０％となっており、前年度（８４．６％）

と比べると２．４ポイント増加している。 
 
（６）地方債現在高 

令和４年度末の地方債現在高は、２，３９０億７０百万円となっており、前年度末（２，４９

２億３２百万円）と比べると、１０１億６２百万円、４．１％減少している。 
 
（７）健全化判断比率等の状況 

令和４年度決算における十勝管内市町村の健全化判断比率について、実質公債費比率（３か年

管内加重平均）は、９．２％となっており、全道平均（除く札幌市）の８．９を上回っている。

将来負担比率（管内加重平均）は、１．４％となっており、全道平均（除く札幌市）の１７．５％

を下回っている。 
なお、管内市町村で実質赤字比率及び連結実質赤字比率が発生している団体はない。 

 
 
 


